
整理番号
■　総合計画（後期基本計画）

１　関連する個別計画

平成23年度～

平成27年度

２　施策目的

３　目標値など

（H17） （H20）

市管理防犯灯の設置数 2,780基 H17 3,150基 H20 2,016基 H25 5,000基 H26

刑法犯罪認知件数 新規 - 463件 H20 288件 H25 400件 H26

人身事故発生件数 新規 - 218件 H20 167件 H25 200件 H26

人身事故発生件数 236件 H22 167件 H25 H27

船舶海難発生数 145隻 H22 132隻 H25 0隻 H27

0人 H22 1人 H25 0人 H27

# 45 # # # # # # # # # # # # #

４　構成事務事業・評価結果一覧

1　防犯体制の充実 1

2

1

1

1

1

1

2

1

2

５．歳出抑制の考え方について

平成25年度予算未執行

平成25年度予算未執行

市内小学校区においてボランティアによる地域防犯活動（自主防犯パトロール、登下校
防犯パトロール、立ち番による見守りなど）を展開（予算を伴わない事業のため、調書に
は非計上）

3　防犯パトロール隊
の結成支援

総合計画の目標（200
件）より更なる減少

2　夜間の安全確保
の推進

4　消費者保護対策
の充実

5　交通安全意識の
高揚

6　交通安全施設の
整備

一般財源抑制見込額
（単位：千円）

補完・代替措置などがある場合は、その内容

1 市営駐車場閉鎖に伴い、駐車場電気代や土地借上料などの経費を抑制する。 2,229千円

計
24,809     20,969     

(17,797)

施策における歳出抑
制の考え方

No.
歳出抑制の考え方

（平成27～29年度までの3か年で取り組む歳出抑制）

施策方針「5　交通安全意識の高揚」の「交通安全活動事業」で連携を図っている。

144千円2
防犯委員会の開催時期を見直し、年2回の実施回数を年1回とし、委員会開催に伴う委員謝金、費用弁償の
経費を抑制する。

自動車廃物判定委員会開催経費及び廃物自動車移転・処理に係る経費 (66)

市民協働課 -             66           放置自動車対策事業

S 縮小
市営駐車場の維持管理(11か所) (2,259)

維持
管理

市民 直 7
生活維持

確保
4

市民協働課 1,697       2,259       市規
定

単費 ○

7　交通安全対策協
議会との連携

防犯灯管理事業

市営駐車場管理事業

集落間の防犯灯(防犯灯2,012灯)の電気代、修繕

市民協働課

S

5,892       
なし 単費 ○

現状維
持交通安全啓発事業として街頭啓発活動や交通安全教室を開催(交通安全指導員12人、活動回数68回) (1,895)

サー
ビス

市民 直・補 6
生命財産
権利保護

2
市民協働課 2,036       1,895       市規

定
単費 ○

交通安全活動事業

専門相談員1人による相談業務(消費生活ｾﾝﾀｰ)、消費生活学習ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動補助(5ｸﾞﾙｰﾌﾟ) (1,111)
－ － － － －

商工振興課 3,974       4,283       
義務

府・
一部

含む A
現状維

持
3

消費生活推進事業

S
現状維

持市管理の防犯灯（集落間）を設置（73灯）、地区管理の防犯灯設置費用に対し補助金を交付(新設防犯灯数94灯) (5,670)
施設
整備

団体 補 2
特定サー

ビス
1

市民協働課 5,765       5,670       市規
定

単費 ○
LED防犯灯設置事業

暴力団排除に関する講演会の開催、暴力団排除啓発活動の実施等 (119)

市民協働課 -             119          暴力団排除対策事業

S
現状維

持防犯団体等と連携し、各種防犯活動を実施 (785)
サー
ビス

市民 直・負 6
生命財産
権利保護

1
市民協働課 775          785          市規

定
単費 ○

実施
手法

関与必要性 施策
目的

施 策
貢献度

防犯活動経費

事務事業 H25決算額施策方針

予算額（単位：千円） 事務事業の概要 施策評価結果

H26予算額 根拠
法令

財政
負担

単独
事業

今後の
方向性事業内容（実績） 担当課

目標
年度 （現状） 年度 年度

個別
計画

個別計画名称 指標名 説明・備考 計画策定時
直近年度実績値

第3次京丹後市交通安全計画

船舶海難による死者・行方不明者数（京丹後
市海域）

（一般財源） 数値 説明
事業
種別

対象

目標

年度 年度 （現状） 年度 （H26） 年度
総合
計画

めざす目標 指標名
総合計画作成時 後期基本計画作成時 直近年度実績値

安全・安心のまちづくりを進めます

4
市への来訪者及び地域住民に対し、自動車での
市内移動に関して便宜を図るとともに、道路駐車
を防ぐことにより道路機能を確保し、

市内における交通秩序の保持を目指す。 関連する施策方針なし

3 4 消費者保護対策の充実消費者トラブルの増加を受け
啓発、相談業務を行い、消費者トラブルの未然防
止、早期解決を図ることにより

市民が安心して暮らせる環境整備を目指す。

2
市内の交通事故件数は、減少傾向にあるものの、
高齢者が関係する事故は、事故件数の約４割程
を占めているため、

警察、交通安全活動団体等が一体となり、特に、
子どもと高齢者を中心とした啓発活動を実施し、

交通事故のない安全で快適なまちづくりを推進す
る。

2 夜間の安全確保の推進

6 交通安全施設の整備

7 交通安全対策協議会との連携

5 交通安全意識の高揚

1

府内の刑法犯認知件数は、平成14年をピークに
下がりつつあるものの、近年の振り込め詐欺の手
口は非常に巧妙となっており、被害額も高額と
なってきているため、

警察、防犯団体等が一体となり、特に、高齢者を
中心に啓発活動を実施し、

今後も犯罪のない安全で安心なまちづくりを推進
する。

1 防犯体制の充実

2 夜間の安全確保の推進

3 防犯パトロール隊の結成支援

優先
順位

現状においてどのような問題や課題があって
（何のために）

『何を対象に』、『どのようなことを行うことで（又は
どのような手段で）』

どのような状態にしたいのか 関連する施策方針

第3次京丹後市交通安全計画
安全で円滑かつ快適な交通社会を実現するため、府、市、京丹後警察署、関係機関・団体と連携し、交通の現状や地域の
実情等を踏まえ、交通の安全に関する施策に対し、陸上・海上交通の安全に関する総合的かつ長期的な施策の大綱として
定めるもの

平成23年12月 平成27年度改定予定

施策評価調書（内部評価結果）
35

政策名 Ⅵ うるおい安全都市 所管部局 所管部局長の氏名

施策方針への位置
付けが困難な事業

S
現状維

持

個別計画名称 計画概要 計画年次 計画期間 備考

施策名 ⑦ 防犯・交通安全の推進
市民部 石嶋 政博

商工観光部 新井 清宏

(5,892)

維持
管理

市民 直 7
生活維持

確保
2

10,562     

ＡＣＴ 

ＤＯ ＣＨＥＣＫ 

ＰＬＡＮ 

- 1 -



01

Ⅵ ⑦

① ②

○防犯委員会活動費（委員数：32人）

・防犯委員会委員謝金（1回、4,000円×22人）

・防犯委員会委員費用弁償（1回、22人）

○防犯協会負担金

・京丹後防犯協会負担金

・京丹後防犯協会自動車税負担金（日産マーチ　1台分）

無償で借り受けている防犯パトロール車に係る自動車税相当額

○防犯対策関連経費

・職員旅費（万引き防止対策推進協議会北部分科会）

「京丹後市・防犯の日」の取組み

・市内全域の金融機関における啓発活動（6/14）

・網野町内の金融機関及び商業施設における啓発活動（8/23）

・大宮町内の金融機関における啓発活動（10/15）

・弥栄町内の金融機関における啓発活動（12/13）

京丹後警察署管内刑法犯認知件数（各年12月31日現在） （単位：件）

資料：京丹後警察署

○京丹後市防犯委員会が主となり、毎月15日の「京丹後市・防犯の日」における定期的な活動
などを展開したことで「振り込め詐欺」等の特殊犯罪などに関する意識向上につながった。
○京丹後警察署、丹後広域振興局、京丹後市、交通・防犯関係の各種団体が協力関係を強化し
「京丹後安全・安心まちづくり推進会議」を立ち上げ、期間を定めて集中的に交通安全・防犯対
策の事業を展開したことで交通安全、防犯意識の向上につながった。

主
な
財
源

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

評
価
・
課
題
等

34千円

細 事 業 名 防犯活動経費 決算書

目
的

　防犯団体等と連携し、各種防犯活動を実施し、犯罪のない安全で安心なまちづくりを推進
する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

不 用 額

97千円

88千円

9千円

674千円

640千円

4千円

Ｐ.104

（参考）当初予算額

775千円 781千円 6千円

(②－①) 執 行 率

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 防犯・交通安全の推進

99.2 % 1,048千円

決 算 額 最 終 予 算 額

予 算 科 目 02総務費 01総務管理費 13諸費 02防犯対策事業

- 2 -
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Ⅵ ⑦

① ②

○工事請負費

（単位：灯、千円）

○LED防犯灯設置費補助金

　地区要望に基づき、地区管理防犯灯の新設費用を補助

電柱等への共架（30千円／灯）、鋼管柱設置（90千円／灯）

※地区管理防犯灯の灯数は、平成26年3月末現在

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

執 行 率

Ｐ.104

5,765千円 5,800千円 35千円 99.3 % 5,800千円

灯数

36

209

2,383千円

目
的

丹後町 成願寺

評
価
・
課
題
等

　地区要望に基づき、集落間の防犯灯を整備することで、夜間の犯罪や交通事故の防止に努める
ことができた。

主
な
財
源

予 算 科 目 02総務費 01総務管理費 13諸費 02防犯対策事業

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市

（参考）当初予算額決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①)

計画項目 防犯・交通安全の推進

細 事 業 名 LED防犯灯設置事業 決算書

溝谷 5

船木 2

2灯 2灯

394

48

25

　市が管理する防犯灯（集落間）を設置するとともに、各地区が管理する防犯灯の新規設置
費用に対して補助金を交付し、夜間の犯罪の防止と通行の安全を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

町　名 設置場所 灯数 金額 設置場所

久美浜町

谷

壱分～女布

友重～海士

永留、出角

栃谷、十楽

湊宮、葛野、鹿野

114千円

弥栄町

1 28

新治、二箇 3 36

町　名

大宮町 善王寺 3 84

網野町 新庄～木津 4 148

峰山町
荒山、内記、丹波 6 89

1,253灯

金額

2,383

3,382千円

102

724

8

2

3

362

123

合計 73

2

9

丹後町 4地区 5灯 5灯 143千円 1,001灯

網野町 6地区 20灯 20灯 800千円 1,734灯

町　域 要望地区数 要望灯数 設置灯数 補助金額 地区管理灯数

15灯 414千円 1,699灯

大宮町 2地区

弥栄町 5地区 19灯 19灯 657千円

峰山町 7地区 15灯

合　計 41地区 94灯 94灯 3,382千円 8,470灯

863灯

久美浜町 17地区 33灯 33灯 1,254千円 1,920灯

- 3 -



01

Ⅵ ⑦

① ②

○消費生活相談事業（消費生活センター開設） 3,724千円

【開設場所】　　 寄り添い支援総合サポートセンター内

【相談時間】　　 午前9時～正午、午後1時～午後4時

【相談受付件数】 245件（販売購入：231件、事故：2件、その他：12件）

【消費生活セミナー開催】

　　　　　　　　 第1回（10月22日）　健康食品、流通の仕組み、景品表示について

　　　　　　　　 第2回（3月12日）　  広告表示について、消費生活に関する寸劇

・相談員賃金等（1人） 1,971千円

・研修旅費等 404千円

・消費生活セミナー開催費用 128千円

・参考図書、チラシ、事務用品、電話機等購入費 185千円

・電話、FAX料金、PIO-NET回線移設工事等 265千円

・公用車維持管理費（2台） 771千円

○消費生活学習グループ活動費補助金 250千円

【各グループ会員数（平成26年3月31日現在）】

峰山：32人、大宮：45人、網野：15人、丹後：27人、弥栄：15人、久美浜：18人

【活動内容】

・イベント、老人会等での啓発活動

・消費生活学習会等の実施

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○消費生活センターの専門相談員が、市民からの消費生活相談に迅速かつ適切に対応することに
より、消費者被害の防止に寄与できた。
○消費生活センターからの情報提供や啓発物品の配布、消費生活学習グループの啓発活動を通し
て、消費者被害を未然に防止するとともに、市民の消費生活トラブルに対する意識を高めること
ができた。
〇相談件数は増えているが、依然として潜在的な被害者が存在していると考えられる。

目
的

　消費生活センターを設置し、相談対応及び情報提供等を行うとともに、消費生活学習グ
ループの啓発活動等に対する支援を行うことにより、市民の消費生活の安定、向上を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 消費生活行政活性化事業費補助金（10/10） 2,699千円

　消費生活センターに専門相談員を配置し、市民からの相談に対応するとともに、消費
生活に関する情報の収集・提供を行った。また、平成25年8月より消費生活センターを
「寄り添い支援総合サポートセンター」内へ移設し、他の相談窓口との連携を図ること
で、相談機能の強化を行った。

3,974千円 4,018千円 44千円 98.9 % 4,091千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 消費生活推進事業 決算書 Ｐ.240

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 防犯・交通安全の推進

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 07商工費 01商工費 01商工総務費 02消費生活推進事業

- 4 -
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Ⅵ ⑦

① ②

　○交通安全指導員設置経費

・報酬（年額120千円×12人）1,440千円、費用弁償179千円

　○職員旅費（市町村担当課長会議）

　○啓発物品等購入費（うちわ、のぼり旗ほか）

　○交通安全協会補助金（交通安全ニュース全戸配布ほか）

　○秋の全国交通安全運動スタート式出演謝金（京丹後よさこい連）

交通安全運動等（街頭啓発活動実施分）

京丹後警察署管内交通事故発生件数（各年12月31日現在）

資料：京丹後警察署

144人

街頭啓発活動（交通安全運動、府民運動等） 12回 74人

259人交通教室指導（幼稚園、小学生、高齢者）・会議 44回

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

H24

目
的

　交通安全啓発活動等を実施し、安全で快適な交通環境の実現と交通事故の防止を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

74件 64件うち高齢者 95件 94件 95件 85件

評
価
・
課
題
等

○京丹後警察署、丹後広域振興局、京丹後市、交通・防犯関係の各種団体が協力関係を強化し
「京丹後安全・安心まちづくり推進会議」を立ち上げ、期間を定めて集中的に交通安全・防犯対
策の事業を展開したことで交通安全、防犯意識の向上につながった。
○高齢者等が関係する交通事故を減少させることを目的として、より高齢者等が運転免許証自主
返納しやすいよう要綱の改正を行ったことで、運転免許証の返納者を増加することができた。

主
な
財
源

68回 477人

10千円

予 算 科 目 02総務費 01総務管理費 11交通安全対策費 02交通安全活動事業

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 防犯・交通安全の推進

細 事 業 名 交通安全活動事業 決算書 Ｐ.100

2千円 99.9 % 2,397千円

回数 延べ人数

例月立番（児童生徒の登校時） 12回

203件 167件

府域一斉交通安全街頭啓発日

H25項目 H20 H21 H22

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

H23

年末の交通事故防止府民運動

交通事故死ゼロを目指す日
10月

7月

（参考）当初予算額

2,036千円 2,038千円

1,619千円

活動内容

合　　計

38.3%

97千円

300千円

府域一斉交通安全街頭啓発日

4月 春の全国交通安全運動 9月 秋の全国交通安全運動

5月 自転車の安全利用推進月間

高齢者割合 43.6% 40.5% 40.3% 36.2% 36.5%

事故発生件数 218件 232件

夏の交通事故防止府民運動(～8月下旬)

12月

10千円

236件 235件
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Ⅵ ⑦

① ②

○市管理防犯灯電気代

市管理防犯灯の灯数

※平成26年3月末現在

○市管理防犯灯修繕料

球交換、灯具交換、道路拡幅に伴う移設、LED道路照明灯具取付アダプターほか

○市管理防犯灯関連経費

市管理防犯灯への設置管理者「京丹後市」シール作成

細 事 業 名 防犯灯管理事業 決算書 Ｐ.104

予 算 科 目 02総務費 01総務管理費 13諸費 02防犯対策事業

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 防犯・交通安全の推進

峰山町

町　域

目
的

　市が管理する防犯灯（集落間）の維持管理を行い、夜間の犯罪の防止と通行の安全を図
る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

23千円

（参考）当初予算額

10,562千円 10,564千円 2千円 99.9 % 10,559千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

評
価
・
課
題
等

○集落間の防犯灯の適切な維持管理を行い、夜間の犯罪や交通事故の防止に努めた。
○国の「小規模地方公共団体におけるLED街路灯等導入促進事業」を利用し、市管理の防犯灯
をLED防犯灯に交換したことにより、二酸化炭素の排出抑制及び維持管理コストの削減につな
げることができた。

主
な
財
源

2,121千円

網野町

弥栄町 261灯大宮町

久美浜町 547灯

合　　　計 2,012灯

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

8,418千円

灯　数 町　域 灯　数

133灯 丹後町 365灯

383灯

323灯

- 6 -
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① ②

○市営駐車場維持管理等経費

・用地賃借料（千歳、杉ノ木、上近江）

・照明電気代（千歳、杉ノ木、上近江、峰小前）

・側溝修繕（土居）

・外灯（球交換）修繕（千歳）

・駐車場案内看板設置（土居）

市営駐車場一覧（11か所）

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

（京丹後市営駐車場条例）

予 算 科 目 02総務費 01総務管理費 11交通安全対策費 01市営駐車場管理事業

細 事 業 名 市営駐車場管理事業 決算書 Ｐ.100

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 防犯・交通安全の推進

決 算 額

千歳駐車場 峰山町千歳213 1,452㎡ 56台 民地賃貸地

1,697千円

1,504千円

84千円

駐車場規模

（参考）当初予算額

1,697千円 1,754千円 57千円 96.7 % 1,754千円

最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

峰山駅東口駐車場 峰山町丹波825-3 354㎡

KTR所有地

24台 市有地

峰山駅前駐車場

目
的

　市営駐車場を設置することにより、市への来訪者及び地域住民の便宜を図るとともに、道
路駐車を防ぐことにより、道路機能を確保するなど、市内の交通秩序を保持する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

位　　　置 所有者別

主
な
財
源

16台

上近江駐車場 峰山町杉谷813 1,006㎡ 35台 民地賃貸地

22台 民地賃貸地

名　　　称

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

87千円

20千円

2千円

市有地

網野駅前駐車場 網野町下岡126-2 301㎡ 45台 KTR所有地

杉ノ木駐車場 峰山町杉谷978 461㎡

土居駐車場 久美浜町3118-2 505㎡

木津温泉駅前駐車場 網野町木津800-1 610㎡

評
価
・
課
題
等

○市営駐車場を設置することにより、公共交通等の利用促進など利便性を図ることができ
た。
○一部の駐車場において依然として常時駐車が見受けられるため、利用実態調査、地区への
アンケート調査及び関係課との検討会議の結果、利用実態に応じて市営駐車場の在り方を見
直す必要がある。（平成26年度6月から条例一部改正施行）

14台

峰山小学校前駐車場 峰山町吉原62-11

市有地

峰山町丹波811-4 509㎡ 22台 KTR所有地

560㎡

17台 市有地

久美浜駅前第２駐車場 久美浜町826-3 684㎡ 17台 市有地

久美浜駅前第１駐車場 久美浜町785-6 255㎡ 13台
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